
第357回大学院医学系研究科・疫学・観察等研究倫理委員会（Aチーム）議事要録

日　時 2018年06月04日（月）15:00～15:50
場　所 教育研究棟１３階　第７セミナー室
出席者 赤林委員長、中島副委員長、大須賀副委員長、阿部、窪田、住谷、廣瀬、星、久米、村山、神出、瀧

本、桑嶋、佐伯、松留、水野　各委員
欠席者 仲上委員
陪席者 上竹、渡邉、森、深田、山﨑、清水（祥）

○前回の委員会議事要録の確認が行われた。

○報告事項
1.指摘事項に対する回答を得たうえで、委員長に一任することとなった以下の案件について、申請者から回答書が
提出され、内容的に差し支えないと判断し承認した報告が行われた。

番号 申請者 所属 職名 研究課題

11990 柴沼 晃 国際地域保健学 助教 ウガンダ小中学校における障害児ケア提供者が直面す
る課題への対処方法と心理的耐性

2.既に承認されている案件について、軽微な変更と認め委員長一任で承認した報告が行われた。

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3333-34-
(4)

森田 賢史 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
(包括申請）
分光法を用いたアルカプトン尿症の簡便・迅速検査法
の開発

3907-(2) 篠田 裕介 リハビリテー
ション部

講師 ロボットスーツを適用したリハビリテーションと三次
元動作解析を軸とした包括的研究

2891-(2) 飯田 拓也 形成外科・美容
外科

准教授 組織、臓器の血行動態評価のためのインドシアニング
リーン（ICG）近赤外線検査の臨床応用

3424-(4) 金生 由紀子 こころの発達診
療部

准教授 チック障害への認知行動療法の効果の検討

2455-(6) 大門 雅夫 検査部 講師 循環管理病棟退院後における診療情報の解析研究

10069-(20) 安藤 俊太郎 精神神経科 助教 ｢青春期の健康・発達に関するコホート調査（東京
ティーンコホート）｣における神経画像・心理行動・
ホルモン解析研究（サブサンプル）

10125-(7) 川上 憲人 精神保健学 教授 職場のストレスに関する調査（多施設共同研究）

11079-(3) 脇 嘉代 健康空間情報学
社会連携講座

特任准教
授

iPhone向け自己管理アプリを用いた2型糖尿病患者お
よび予備群を対象とした在宅測定データと生活習慣の
関連性の検討

11227-(2) 野澤 宏彰 大腸・肛門外科 准教授 大腸腫瘍における組織学的・遺伝子学的・薬理学的検
討(多施設共同後向き観察研究）

10520-(6) 横田 慎一郎 企画情報運営部 助教 電子カルテデータ二次利用による患者転倒に関するク
リニカルインディケータ開発研究

3333-130-
(1)

森田 賢史 検査部 臨床検査
技師

尿検査における成分同定法の開発

3333-139-
(1)

森田 賢史 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬及び測定機器の評価（包
括的申請）
尿検査装置用の保存剤入り試験管評価

3333-140-
(1)

森田 賢史 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬及び測定機器の評価（包
括的申請）
全自動化学発光免疫測定装置ARCHITECTアナライザー
（アボットジャパン株式会社）における尿中NGALの性
能評価

3333-132-
(1)

田中 雅美 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
（包括申請）尿中有形成分分析装置USCANNER(E)によ
る画像データの収集および解析

11164-(1) 蕪城 俊克 眼科 講師 新規眼感染症網羅的PCR検査ストリップ開発に関する
多施設共同研究（多施設共同前向き観察研究）
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2124-(8) 江里口 陽介 こころの発達診
療部

助教 小児期に発症する精神神経疾患における臨床評価指標
及び神経心理学的指標の後方視的検討

1691-(5) 川上 憲人 精神保健学 教授 中高年の健康とストレスについての日米比較研究：質
問紙調査および生理検査

10819-(3) 宮垣 朝光 皮膚科 講師 ヒト皮膚疾患における新規脂質関連バイオマーカーの
探索

11641-(1) 神馬 征峰 国際地域保健学 教授 フィリピンにおける高齢者の心理的幸福度を向上させ
るためのアクションリサーチ

3.追加申請について、委員長一任で承認した。

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3333-143 志村 拓也 検査部 臨床検査
技師

抱合型ビリルビン特異的酵素法試薬の基礎的研究およ
び臨床的性能評価 (追加申請）

○議事
1. No.11888（新規）　中島 淳（呼吸器外科・教授）「肺癌に対するサルベージ手術の有効性と安全性を検討す

る多施設共同後ろ向き臨床研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

2. No.11952（新規）　谷口 優樹（整形外科・脊椎外科・助教）「脊柱側弯症の遺伝子発現解析およびタンパク
質発現解析に関する研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

3. No.11958（新規）　山内 敏正（糖尿病・代謝内科・准教授）「インスリン受容体異常症B型の疾患調査」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

4. No.11923（新規）　大門 雅夫（検査部・講師）「先天性心疾患患者の運動負荷中心機能評価」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
副委員長（中島副委員長）より費用負担について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

5. No.11942（新規）　宮崎 徹（疾患生命工学センター分子病態医科学部門・教授）「原発性胆汁性胆管炎(PBC)
における血中タンパク質AIMの機能解析」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

6. No.11973（新規）　大庭 幸治（生物統計学/疫学・予防保健学・准教授）「胃癌を対象とした化学療法を評価
したランダム化比較試験のメタアナリシス研究： Global Advanced/Adjuvant Stomach Tumor Research 
through International Collaboration 2nd  Round (GASTRIC 2nd Round)」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

7. No.12007（新規）　赤林 朗（医療倫理学・教授）「日本人の遺体観に関する調査研究」
本件は委員長が研究責任者であることから、中島副委員長が議事進行を行った。
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

8. No.11820（新規）　斉藤 延人（脳神経外科・教授）「術前と術中をつなぐスマート手術ガイドソフトウェア
の開発」
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[一括審査]
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

9. No.11992（新規）　中西 弘毅（循環器内科・助教）「人間ドック受診者における潜在性心機能障害に関する
検討」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
委員長よりデータの匿名化の方法について、および重要な知見が得られた場合の取扱について質問があり、内
容の確認を行った。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

10. No.11925（新規）　藤尾 圭志（アレルギー・リウマチ内科・教授）「ANCA関連血管炎の病原性B細胞解析」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

11. No.11979（新規）　吉内 一浩（心療内科・准教授）「過敏性腸症候群に対するビデオ教材を併用した認知行
動療法プログラムのランダム化比較研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
委員長より侵襲の有無について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

12. No.11941（新規）　佐藤 雅哉（検査部・助教）「機械学習技術を用いた、病変画像からの質的診断モデルの
構築と検討」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

13. No.11938（新規）　篠田 裕介（リハビリテーション部・講師）「骨転移キャンサーボード介入症例について
の転帰と最終的な歩行状況に関する研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

14. No.11981（新規）　瀧本　 英樹（肺高血圧先進医療研究学講座・講師）「周産期肺高血圧症が母児に与える
病態の解明に向けた研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

15. No.11982（新規）　川上 浩一（看護部・副看護師長）「危険予知訓練（KYT）実施の前後比較によるKYT有効
性の検証」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

16. No.11975（新規）　川上 憲人（精神保健学・教授）「労働者を対象とした職場におけるセルフケア研修の開
発及び介入とその適用可能性に関する研究 」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

17. No.12001（新規）　佐藤 雅昭（呼吸器外科・講師）「PPFE患者に対する肺移植後の予後に関する多施設共同
後ろ向き研究 (The outcome of lung transplantation for PPFE)」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
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た。 

18. No.11985（新規）　野村 周平（国際保健政策学・助教）「我が国における性交渉経験の経年的変化と社会的
格差の関係について」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなっ
た。 

◯本議事要録の委員会名は、「非介入等研究倫理委員会」と取り扱うものとする

以　上　　　
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